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恒
例
の
白
子
町
ス
キ
ー
交
流
教
室

が
１
月
11
日
、
12
日
に
白
馬
乗
鞍
ス

キ
ー
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で

25
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
す

が
、
記
録
的
に
雪
の
少
な
い
今
シ
ー

ズ
ン
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
学
校
４

年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
120
名
も

の
多
く
の
児
童
生
徒
が
白
子
町
か
ら

小
谷
村
へ
や
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
白
子
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ス

キ
ー
を
す
る
前
か
ら
雪
景
色
に
感
激

し
、
互
い
に
雪
を
か
け
あ
っ
た
り
、
寝

転
が
っ
た
り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
15
班
に

分
か
れ
ス
キ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

初
め
は
ス
キ
ー
靴
で
雪
の
上
を
歩
く

こ
と
に
も
苦
労
し
て
い
た
子
ど
も
も

い
ま
し
た
が
、
次
第
に
ボ
ー
ゲ
ン
で

滑
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
中
に
は
何
度
も
小
谷
村

を
訪
れ
て
い
る
子
も
い
て
、
上
級

コ
ー
ス
で
も
ス
イ
ス
イ
滑
走
し
て
い

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
お
願
い
し

た
農
協
の
東
京
農
業
大
学
出
身
の
青

木
剛
司
さ
ん
の
奥
さ
ん
も
白
子
町
の

ご
出
身
で
、
こ
の
ス
キ
ー
交
流
教
室

に
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、

白
子
町
と
小
谷
村
と
の
縁
を
感
じ
ま

し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
最
高
の
２
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
１
月
１
日
付
で
髙
橋
　
琢
也
さ
ん
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
１
月
９
日
に
法
務
局
大
町
支
局
に
お
い

て
委
嘱
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成

年
１
月
か
ら
６
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

前
任
の
吉
澤
　
学
さ
ん
は
、
昨
年

月
末
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
前
任
】
吉
澤
　
学

さ
ん

（
写
真
中
央
）

【
新
任
】
髙
橋
　
琢
也

さ
ん
（
写
真
左
側
）

（
右
側
）
大
町
法
務
局
　
濱
崎
支
局
長

小
谷
村
の
人
権
擁
護
委
員

髙
橋

琢
也
さ
ん
　

藤
原

万
里
子
さ
ん

26

12

人
権
擁
護
委
員
が
替
わ
り
ま
し
た
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獣
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
離
農
の
原
因
は
様
々
で
す
が
、

今
後
、
農
業
は
続
け
た
い
が
体
力

が
持
た
ず
…
と
い
っ
た
方
が
増
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
農
業
用
水
位
計
セ
ン
サ

の
仕
組
み
で
は
、
水
田
の
水
位
を

定
期
的
に
所
有
者
に
伝
え
る
な

【全体イメージ概略図】
　水田に水位センサを設置し、ＬＰＷＡ（Sigfox）ネットワークを活
用して水田情報の収集を行います。利用者はスマートフォン、PC等で
水田情報を確認し、水田に行くかどうかの判断が可能となります。

ど
、
管
理
作
業
の
省
力
化
を
行
う

こ
と
で
、
長
く
農
業
を
行
え
る
環

境
づ
く
り
に
期
待
が
持
て
ま
す
。

　
ま
た
、
集
落
営
農
で
の
情
報
の

共
有
、
収
穫
適
期
の
判
断
、
情
報
蓄

積
な
ど
、
品
質
向
上
に
繋
が
る
可

能
性
も
今
回
の
取
組
み
に
よ
り
新

た
に
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
実
証
実
験
で
は
、
３
件

の
稲
作
農
家
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
７
～
９
月
の
間
、
村
内
３
地
区

で
水
位
セ
ン
サ
の
挙
動
・
デ
ー
タ

送
信
・
可
視
化
機
能
等
の
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　
次
号
で
は
、
実
証
実
験
の
内
容

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 
 

 

用
語
集

Ｉ
ｏ
Ｔ：

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・

シ
ン
グ
ス
の
略
。
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
通
信
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
例
え
ば
、
自
宅
の
ド
ア
に
装

置
を
付
け
る
こ
と
で
、
ド
ア
の
開
閉
が

通
知
さ
れ
、
子
ど
も
の
帰
宅
が
わ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ：

ロ
ー
・
パ
ワ
ー
・
ワ
イ

ド
・
エ
リ
ア
の
略
。
な
る
べ
く
消
費
電

力
を
抑
え
、
遠
距
離
通
信
を
実
現
す
る

通
信
方
法
で
す
。
村
内
に
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ

Ａ
の
一
種
で
Ｓ
ｉ
ｇ
ｆ
ｏ
ｘ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
産
推
進
室
特
産
推
進
係

８
２
‐
２
５
８
９

小
谷
村
×
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

　
今
月
・
来
月

式
会
社
（
以
降
、で「
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
」）
×
東
京
電
機
大
学
（
以
降
、

の
産
官
学
連
携

村
の
様
々
な
地
域
課
題
を
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
活
用
し
て
解
決
で
き
な
い
か
？

モ
バ
イ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株

「
Ｔ
Ｄ
Ｕ
」）

の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

農
業
用
水
位
計
セ
ン
サ
と
は
？

　
村
で
は
、
離
農
等
に
よ
る
遊
休

農
地

む
中
、
今
ま
で

け
な
い
が
、
集

ま
で
通

の
増
加
や
、
そ
れ
に
伴
う
鳥

り
暮
ら

ま
で

え
てを

が
小

す
る
も

Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
で
入

の
ア
イ
デ
ア
を
取

め
る

を
進
め

80

　
人
口
減
少
が
進

通
り
の
人
員
は
割

落
を
維
持
し
、
今

し
た
い
。
…
難
題
で
す
。

　
今
回
の
取
組
み
は
、「
今

「
ヒ
ト
」が
状
況
確
認
し
て
い
た
こ

と
を
、「
モ
ノ
」
が
状
況
を
伝

く
る
」
＝
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ

活
用
し
た
地
域
課
題
の
解
決

谷
村
で
実
現
可
能
か
検
討

の
で
す
。

　
取
組
み
で
は
、
２
０
１
８
年
Ｉ

ｏ
Ｔ
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
（
主
催：

賞
し
た
Ｔ
Ｄ
Ｕ

り
入
れ
、「
農
作
業
の
省
力
化
」

焦
点
に
、
稲
作
の

％
を
占

を

と
言
わ
れ
る
管
理
作
業
の
う
ち
、

「
水
田
水
位
管
理
の
省
力
化
」を
通

し
て
屋
外
で
の
活
用
検
討

ま
し
た
。
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属
濃
度
は
燃
焼
式
た
ば
こ
の
呼
出

煙
よ
り
も
高
い
　

　
日
本
呼
吸
器
学
会
は
、「
新
型
た

ば
こ
は
、
従
来
の
燃
焼
式
た
ば
こ

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
、
ニ
コ
チ
ン
、

に
比
べ
て
タ
ー
ル
が
削
減
さ
れ
て

い
る
が
、
依
存
性
物
質
で
あ
る
ニ

コ
チ
ン
や
そ
の
他
の
有
害
物
質
を

吸
引
す
る
製
品
」
と
し
た
上
で
、

使
用
者
に
と
っ
て
も
、
受
動
喫
煙

さ
せ
ら
れ
る
人
に
と
っ
て
も
、
新

型
た
ば
こ
の
使
用
は
推
奨
で
き
な

い
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
か
ら
、
新
型
た
ば
こ
で

あ
っ
て
も
健
康
被
害
が
否
め
ず
、

禁
煙
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（２）

の
大
綱
」
に
よ
る
と
、
新
型
た
ば

こ
税
額
を
加
熱
式
た
ば
こ
に
近
づ

け
る
た
め
、
税
率
を
２
段
階
（
令

和
２
年

月
・
令
和
３
年

月
）
で
引
き
上
げ
る
方
向
で
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
記
事
を
良
い
機
会

に
、
禁
煙
に
つ
い
て
考
え
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
禁
煙
に
つ
い

て
ご
相
談
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に

役
場
福
祉
係
（

０
２
６
１
‐
８

２
‐
２
５
８
２
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

10

10

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
な
ど
の
濃
度
は
燃
焼
式

た
ば
こ
の
呼
出
煙
中
よ
り
低
い

　
寒
さ
が
厳
し
い
折
、
い
が
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
喫
煙
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
か

で
も
今
普
及
し
て
い
る
「
新
型
た
ば
こ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

る
。現
時
点
で
は
明
ら
か
で
な
く
、

新
型
た
ば
こ
の
エ
ビ
デ
ン
ス

推
測
に
す
ぎ
な
い
」
と
、
見
解
を

（
根
拠
）
は
ま
だ
な
い

示
し
て
い
ま
す
。

が
、
通
常
の
大
気
中
濃
度
の
14
～

40
倍
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）、
10
～
１
１

５
倍（
ニ
コ
チ
ン
）、２
～
８
倍

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
）、

（
ア

20
％（
ホ
ル

ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
）、そ
れ
ぞ
れ
高
い

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（１）

　
非
燃
焼
式
・
加
熱
式
た
ば
こ
や

電
子
た
ば
こ
の
総
称
を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

報
告
書
で
は
「
新
型
た
ば
こ
」
と

よ
ん
で
い
ま
す
。
加
熱
式
た
ば
こ

は
現
在
、「
ｉ
Ｑ
Ｏ
Ｓ
」、「
Ｐ
ｌ
ｏ

ｏ
ｍ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
新
型

た
ば
こ
は
、
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ

な
い
人
、
あ
る
い
は
や
め
る
意
志

の
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
従
来
の

燃
焼
式
た
ば
こ
の
代
替
品
に
な

り
、
健
康
被
害
の
低
減
に
つ
な
が

る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
型
た
ば
こ
の
使
用

と
病
気
や
死
亡
リ
ス
ク
と
の
関
連

性
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
科
学
的

エ
ビ
デ
ン
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い

現
状
で
す
。
日
本
呼
吸
器
学
会
は

「
新
型
た
ば
こ
の
使
用
と
病
気
や

死
亡
リ
ス
ク
と
の
関
連
性
に
つ
い

て
の
科
学
的
証
拠
が
得
ら
れ
る
ま

　
電
子
た
ば
こ
の
呼
出
中
の

で
に
は
、
か
な
り
の
時
間
を
要
す

新
型
た
ば
こ
は
喫
煙
者
も
受

動
喫
煙
者
に
と
っ
て
も
推
奨

で
き
な
い

　
新
型
た
ば
こ
に
つ
い
て
、
日
本

呼
吸
器
学
会
は
「
従
来
の
燃
焼
式

タ
バ
コ
に
比
べ
て
タ
ー
ル
（
タ
バ

コ
煙
中
の
有
害
物
質
の
う
ち
の
粒

子
成
分
）
が
削
減
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
依
存
性
物
質
で
あ
る
ニ
コ
チ

ン
や
そ
の
他
の
有
害
物
質
を
吸
引

す
る
製
品
で
、
体
内
に
有
害
物
質

が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
明
ら

か
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
た
ば
こ
の
使
用
者

の
呼
気
か
ら
は
大
量
の
エ
ア
ロ
ゾ

ル
（
蒸
気
）
を
呼
出
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、

物質の健康への影響

ニッケル 発がん性物質

クロム
発がん性物質。皮膚、眼、鼻腔、咽頭、
気道粘膜への刺激や感作（同じ抗体
の刺激に感じやすくなる）

大気中に浮遊する粒の大きさが２.５

政
府
の
「
平
成

年
度
税
制
改
正

ＰＭ2.5 μm以下の微小粒子状物質。肺をは
じめ全身の炎症を起こす

ニコチン

化学物質としては毒物として指定さ
れ強い依存性がある。血管を収縮さ
せる作用や、脳や皮膚の血流を障害
し、血圧･心拍数を上昇させる。動脈硬
化が促進され、脳卒中などの原因に
なる。
※中毒性があり、子供が誤ってたば
この葉を食べたりすると中毒を起
こし、死に至ることもある

アセトアルデヒド 発がん性物質

ホルムアルデヒド 発がん性物質

ニ
ッ
ケ
ル
や
ク
ロ
ム
な
ど
の
重
金

住
民
福
祉
課
福
祉
係

参
考
資
料

保
健
指
導
リ
ソ
ー
ス
ガ
イ
ド
（
２

０
１
９
）．「『
新
型
た
ば
こ
』
は
や

は
り
危
険
　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
報
告
書

『
規
制
の
対
象
と
す
る
べ
き
』」．

h
ttp

://to
k
u
te

ik
e
n
sh

in
-h

o
k
e
n
 

sid
ou

.jp
/n

ew
s/2

0
1
9
/0

0
8
4
9
4
.

p
h
p
.

保
健
指
導
リ
ソ
ー
ス
ガ
イ
ド
（
２

０
１
７
）．「
新
型
た
ば
こ
」
に
対
し

呼
吸
器
学
会
が
見
解
「
健
康
に
悪

影
響
が
出
る
可
能
性
」

h
ttp

://m
h
la

b
.jp

/ca
le

n
d
a
r/2

0
 

1
7
/0

1
4
2
8
8
.p

h
p
.

厚
生
労
働
省e-

ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
．

h
ttp

s://w
w

w
.e-h

ea
lth

n
et.m

h
l 

w
.g

o.jp
/.

財
務
省
「
令
和
２
年
度
税
制
改
正

の
大
綱
の
概
要
」．

環
境
省
　
ニ
ッ
ケ
ル
化
合
物
に
係

る
健
康
リ
ス
ク
評
価
に
つ
い
て
．

圓
藤
陽
子
，

小
川
真
規
（
２
０
０

８
）．
安
全
ス
タ
ッ
フ
．
化
学
物
質

被
害
の
実
態
．
６
／
１
．

30

８
２
‐
２
５
８
２

-

．
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12

　
各
申
告
期
間
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

■
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
・
贈
与
税

令
和
２
年
３
月
16
日
（
月
）
ま
で

■
個
人
事
業
主
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税

令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

　
小
谷
村
で
は
、
令
和
２
年
２
月
20

日
～
３
月
16
日
の
平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
ま
で
、
役
場
１
０
１

会
議
室
に
お
い
て
所
得
税
（
村
・
県

民
税
）
の
確
定
申
告
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。（
２
月
17

19

み
の
「
令
和
元
年
（
平
成

年
）
分
　

村
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
」

日
～

日
は
別

会
場
）

　
詳
し
く
は
、
１
月
上
旬
に
配
布
済

31

（
Ａ
３
・
オ
レ
ン
ジ
色
）
の
チ
ラ
シ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
告
に
際
に
は
、
収
支
関
係
書
類

等
の
ほ
か
に
、
つ
ぎ
の
書
類
を
お

忘
れ
な
く
。

・
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）

・
税
務
署
か
、
令
和
元
年
12
月
に
小

谷
村
役
場
で
取
得
し
た
利
用
者

識
別
番
号
の
通
知

・
印
鑑

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
税
務
係

８
２
‐
２
０
３
７

令
和
元
年（
平
成

年
）
分
　
確
定
申
告
に
つ
い
て

で
す
が
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
意
味
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

31

児
童
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て

■
支
払
日
　
２
月

日
（
水
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
最
近
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
「
終
活
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が

増
え
て
き
ま
し
た
。「
終
活
」
と
は
人

生
の
最
後
を
迎
え
る
た
め
の
活
動

　
お
そ
ら
く
、
多
く
の
方
は

「
終
活
」
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す

る
の
は
①
の
意
味
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

１

ご
葬
儀
や
お
墓
の
準
備
。
財

産
の
相
続
に
つ
い
て
事
前
に

対
策
を
行
う
な
ど
人
生
の
最

後
に
向
け
て
備
え
る
こ
と
。

あ
ら
た
め
て
自
分
と
向
き
合

い
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど

う
生
き
る
か
」
を
じ
っ
く
り

と
考
え
て
、
よ
り
充
実
し
た

人
生
に
し
て
い
く
こ
と
。

１２

②２
の
意
味
で
の
「
終
活
」
で
は
、

今
の
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
自
分
で

「
自
分
の
暮
ら
し
の
プ
ラ
ン
（
マ
イ

ケ
ア
プ
ラ
ン
）」
を
考
え
る
こ
と
が

充
実
し
た
人
生
に
繋
が
り
ま
す
。
そ

の
お
手
伝
い
と
な
る
の
が
「
さ
い
ほ

う
箱
」
で
す
。
冊
子
の
ペ
ー
ジ
を
進

め
る
中
で
自
分
自
身
を
整
理
し
（
例

え
ば
、
今
つ
な
が
っ
て
い
る
人
。
そ
れ

は
あ
な
た
の
人
財
産
で
す
。
そ
の
様

に
自
身
の
再
確
認
が
で
き
ま
す
。）

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
望
む
暮
ら
し


ど
ん
な
風
に
生
き
た
い
か

そ

の
実
現
の
た
め
の
準
備
や
備
え
、
生

活
の
仕
方
を
自
分
自
身
で
考
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
自
分
ら
し
い
生
活
を
紡
ぐ
た
め

に
「
さ
い
ほ
う
箱
」
を
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
幅
広
い
年
代
の
方
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

＊
「
さ
い
ほ
う
箱
」
に
興
味
あ
る
方
・

ご
希
望
の
方
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
包
括
職
員
が
記
入
方
法
な

ど
説
明
し
な
が
ら
一
緒
に
お
こ
な

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ご
近
所
の
仲

間
、
友
人
同
志
な
ど
で
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

８
２
‐
３
１
３
５

10

■
内
訳
　
児
童
手
当

住
民
福
祉
課
住
民
係

令
和
１
年

月
分
～

８
２
‐
２
５
８
１

令
和
２
年
１
月
分

　
個
々
に
支
払
通
知
書
は
発
送
し

ま
せ
ん
。
指
定
口
座
の
通
帳
を
記
帳

し
て
入
金
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

通
帳
に
は
「
小
谷
村
児
童
手
当
」
と

印
字
さ
れ
、
合
計
金
額
で
の
振
り
込

み
と
な
り
ま
す
。

　
毎
年
、
３
月
下
旬
は
自
動
車
の
検

査
・
登
録
申
請
が
多
く
、
窓
口
が
大

変
混
み
合
い
ま
す
。
車
検
の
手
続
き

は
、
１
ヶ
月
前
か
ら
受
検
で
き
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
２
月
中
に
、
廃
車
・

名
義
変
更
等
の
手
続
き
は
３
月
中

旬
ま
で
に
申
請
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

松
本
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
４
３

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き
は
お
早
め
に

広報おたり　令和２年２月号 (6)



  

 

  

  

  

 

 
  

 
  

  

 
  

 
  

  

 
  

 
  

  

    

令
和
２
年
度
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部

学
生
募
集
に
つ
い
て

一
般
コ
ー
ス歳

以
上
の
県
内
在

専
門
コ
ー
ス

※
地
域
課
題
を
解
決
す
る
専
門
的

な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
実
践
者

と
し
て
活
動
し
よ
う
と
す
る
方

を
対
象
と
す
る
【
専
門
コ
ー
ス
】

の
入
学
も
募
集
し
ま
す
。

■
受
講
年
限
　
１
年
間

■
募
集
人
員

30
人
（
全
県
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

令
和
元
年
度

■
第

回
の
開
会
予
定

２
月

日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（
観
光
振
興
課
農
林
係
）

８
２
‐
２
５
８
８

11
20

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
２
月
25
日
に
振
替
え
ま
す

の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

25
日
の
定
期
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
３
月
10
日
に
再
振

替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
月

今
月
の
納
税

税

目

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

期

別

８
期

納
期
限

３
月
２
日
（
月
）

税

目

固
定
資
産
税

期

別

４
期

納
期
限

３
月
２
日
（
月
）

税

目

国
民
健
康
保
険
税

期

別

９
期

納
期
限

３
月
２
日
（
月
）

　
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部

事
務
局
（
大
町
保
健
福
祉
事
務
所

福
祉
課
）、
小
谷
村
役
場
福
祉
係

■
お
問
い
合
わ
せ

大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

社
会
係

０
２
６
１
‐
２
３
‐
６
５
０
７

■
主
会
場
　
長
野
市

■
授
業
料
　
年
額
２
６
，
０
０
０
円

（
※
他
に
教
材
費
等
が
必
要
で
す
。）

■
募
集
期
間
２
月
３
日
（
月
）

■
講
座
内
容

・
実
践
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
地
域
活
動
の
進
め
方

等

・
教
養
講
座
　
政
治
・
経
済
、
郷
土

の
歴
史
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
自

然
環
境
、「
信
濃
木
崎
夏
期
大
学
」

の
講
座
の
受
講
も
可
能
で
す
。

・
実
技
講
座

創
作
実
技
（
ク
ラ
ブ

活
動
）、
健
康
づ
く
り
、
音
楽

■
受
講
年
限
　
２
年
間

０
２
６
１
‐
２
３
‐
６
５
０
９

か
ら

ま
で

２
月
28
日
（
金
）

地
震
体
験
車
に
よ
る
巡
回
指
導
に
つ
い
て

　
北
部
消
防
署
で
は
、
地
震
体
験
車

に
よ
る
巡
回
指
導
を
行
い
ま
す
。
平

等

成
26
年
11
月
22
日
に
発
生
し
た
「
長

野
県
神
城
断
層
地
震
」
は
当
地
域
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、

一
昨
年
の
大
阪
府
北
部
や
北
海
道

胆
振
東
部
の
地
震
で
は
尊
い
命
が

失
わ
れ
る
な
ど
、
改
め
て
そ
の
怖
さ

が
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
地
震
体

験
車
は
、
模
擬
ハ
ウ
ス
を
人
工
的
に

揺
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
の
大

地
震
が
再
現
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
今
一
度
、
地
震
に
対
す
る
心
構
え

や
初
期
対
応
を
確
認
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　
希
望
さ
れ

る
自
主
防
災
会
・
団
体
・
事
業
所
様

等
は
北
部
消
防
署
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
北
ア
ル
プ
ス
広

域
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可

能
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
学
習
日
数
　
年
間
16
日

　（
５
月
か
ら
２
月
ま
で
月
１
～
２

日
程
度
）

■
学
習
時
間
　
１
日
４
時
間

時
～
午
後
３
時
）

人

■
主
会
場
　
大
町
合
同
庁
舎
講
堂

他
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■
巡
回
期
間
３
月

３
月
31 24
日
（
火
）

日
（
火
）

日
（
火
）

■
申
込
期
間
２
月
25

か
ら

ま
で
　

か
ら

３
月
３
日
（
火
）
ま
で

■
申
込
み

北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署

■
お
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署

■
授
業
料
　
年
額
１
２
，
０
０
０
円

（
※
他
に
教
材
費
等
が
必
要
で
す
。）

■
募
集
期
間
　
令
和
２
年
３
月
16

■
募
集
案
内
・
入
学
願
書
の
配
布

０
２
６
１
‐
７
２
‐
０
１
１
９

■
入
学
資
格

お
お
む
ね
50

住
者
で
、
学
習
意
欲
が
旺
盛
で
あ

り
、
地
域
活
動
等
を
行
な
お
う
と

す
る
方

　（
お
お
む
ね
午
前

■
募
集
人
員

10
50

日
（
月
）
ま
で

と
提
出
先

(7) 広報おたり　令和２年２月号


